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2022 年度 第 2 回 8 月  

九大本番レベル模試 

日本史・採点基準 

単答問題部分 

◆単答問題・共通の原則◆ 
① 漢字で書くべき用語（語句）のひらがな表記には得点を与えない。 

また，ひらがなで書くべき用語（語句）の漢字・カタカナ表記，カタカナで書くべき用語（語句）の漢字・ひらが

な表記にも得点を与えない。漢数字を含む用語（語句）について算用数字をもちいた表記にも得点を与えない。 

② 判読しにくい文字についてはできるかぎり善意に解釈して採点する。 

③ 部分点は設けない。 

④ 「漢字○字で」と指示した設問に対して『』を加えて字数を一致させた答案を示した場合，『』は漢字ではないなど

の理由から不正解とする。 

  事例） 「漢字５字で」…   ○建武年間記  ×『建武記』 
 

〔１〕最澄と大乗戒壇（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

〔２〕将軍家，戦国大名の学問と文化（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

〔３〕近世の同業組合と為政者の対応（２点×６＝12点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 

〔４〕『九州大学文学部 90年の歩み』（２点×７＝14点） 

＊注意事項・許容解など 

特になし。 
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論述問題部分 

◆論述問題・共通の基準◆ 
１．採点基準においては加点要素を，３点のものは太字・アミカケ☐☐で，２点のものは二重線□□で，１点のものは下

線□□で，それぞれ示している。採点に際しては常に前後の文脈に留意する（◎で示した事項，< >内に示した事項

に内容が反していないかを確認する）。例外的対応などについては※で示してある。 
２．加点要素に直接関係している歴史用語等（太字で表示）について，①誤字を含む表記，②漢字で記すべき語句のひら

がな・カタカナ表記，③漢数字を含む語句への算用数字をもちいた表記は，当該加点要素の配点から漢字1文字分に

つき１点減点とするが，同一語句・文字がくりかえし不適正な形で表記されている場合は，それぞれを減点の対象と

するのではなく，まとめて１点減点とする。④脱字，当て字のある歴史用語等の表記は，非加点とする。 

３．制限字数を超過した答案については，模試という性質を考慮して対処する。 

◆採点基準上の記号◆ 
１．◎   …前提条件       （例）「◎アメリカ」 

                               「a 第一次世界大戦に参戦した」 

                               →答案例「イギリスは第一次世界大戦に参戦した」 

                                       ◎の内容と整合性がないため非加点 

※◎の内容は答案上に必ずしも明示されていなくても良い 

２. <    >…前提条件       （例）「a <首相の>浜口雄幸」 

                               →答案例「浜口雄幸蔵相」 

                                       <    >の内容と整合性がないため非加点 

※<    >の内容は答案上に必ずしも明示されていなくても良い 

３．〔    〕…別表現       （例）「a 益田〔天草四郎〕時貞」→「益田時貞」と「天草四郎時貞」 

４．（    ）…省略可能箇所 （例）「a 遙任(国司）」          →「遙任」と「遙任国司」 

 

〔１〕最澄と大乗戒壇 

問５ 
◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎「当時の天皇が行おうとしたこと」 

a 称徳天皇による ………１点以内 

b 宇佐八幡宮の神託と称したことだった ………１点以内 

c 道鏡に皇位をゆずろうとした ………１点以内 

d 和気清麻呂に阻止された ………１点以内 

問９ 
◆加点要素の合計７点→７点満点◆ 
◎「史料で述べられている人物」 

a 最澄 ………２点以内 

b 東大寺戒壇の受戒制度に対する大乗戒壇の創設をめざした ………３点以内 

c <その活動に>反対する南都の諸宗への反論として『顕戒論』を著した ………２点以内 
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〔２〕将軍家，戦国大名の学問と文化 

問２ 
◆加点要素の合計７点→７点満点◆ 
◎「歴史的な出来事」 

a 南北朝の合体 ………１点以内 

b 足利義満の斡旋で実現した ………１点以内 

c 両統迭立の条件のもとで実現した ………１点以内 

d 南朝の後亀山天皇が譲位した ………２点以内 

e 北朝の後小松天皇に皇位が譲られた ………２点以内 

問９  

◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎「建築様式」 

a 書院造 ………２点以内 

b 東求堂同仁斎を典型とする ………１点以内 

c 近代の和風住宅の原型とされている ………１点以内 

 

〔３〕近世の同業組合と為政者の対応 

問３ 

◆加点要素の合計８点→８点満点◆ 
◎「この制度」が設けられた背景 

a <日本との貿易で>マカオのポルトガル商人が中国産の生糸をもたらして巨利を得ていた ………３点以内 

◎「この制度」 

b 糸割符制度 ………２点以内 

c 糸割符仲間が輸入生糸を一括購入する制度 ………２点以内 

d <日本との貿易における>ポルトガル商人の利益独占を排除した ………１点以内 

問４  

◆加点要素の合計５点→５点満点◆ 
◎正徳期の改鋳 

a 新井白石が行わせた ………１点以内 

b 物価騰貴を抑制するためだった ………１点以内 

c 正徳小判を鋳造した ………１点以内 

d 金の含有率を下げた元禄小判を改めて慶長小判と同率の小判を鋳造した ………２点以内 

 

〔４〕『九州大学文学部 90年の歩み』 

問２  

◆加点要素の合計７点→７点満点◆ 
◎1886年の学校体系の整備 

a <最初の関連法となる1872年の>学制を経たものだった ………１点以内 

b <1879年の>教育令を経たものだった ………１点以内 

c 森有礼文部大臣のもとで行なわれた ………１点以内 

d 学校令が出された ………１点以内 
e 帝国大学令・師範学校令・中学校令・小学校令が出された ………３点以内 

問９ 

◆加点要素の合計４点→４点満点◆ 
◎1938年に出された法律 

a 国家総動員法 ………１点以内 

◎1938年に出された法律で政府に与えられた権限 

b 議会の承認なく勅令で労働力や物資を動員する権限 ………３点以内 

 


